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 全国的に知られるようになった福島県いわき市の観光施設、スパリゾートハワイアン

ズ。その看板が「フラガール」たちです。今年、誕生から 50年を迎えます。いわきを支

えた鉱山が閉山の危機を迎え、なんとか地域を再生させようと、結成されたのが「フラ

ガール」でした。多くは炭鉱マンの娘たちだったといいます。ハワイのフラダンスと縁

もゆかりもない福島の地で始まった「挑戦」……。半世紀の間にはさまざまなドラマがあったといいます。

そして、東日本大震災……。彼女たちは東日本大震災、原発事故で傷つけられた福島、東北の人たちを励ま

し続けます。そんなフラガールたちの物語を、生みの親と呼ばれる早川和子さん（82）の目を通して描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 ２年前の衆院選は自民、公明、民主３党が「消費増税で国民に負担増を求める以上、議員自らも身を削る必要があ

る」として、衆院定数の大幅削減と選挙制度の抜本改革を約束して選挙戦に突入しました。当時の野田佳彦首相が「16

日に解散します。やりましょう、だから」と安倍晋三・自民党総裁に迫った党首討論のやりとりを覚えている方も多

いでしょう。しかし、その約束が守られないまま、今回の衆院選です。今度こそ約束は守られるのでしょうか。衆院

選公示を前に問います。 

 

 

 

 数々の苦難を乗り越えた小惑星探査機「はやぶさ」の後継機、「はやぶさ２」＝想像図＝が打ち上げられま

す。11月 30日の打ち上げは天候不順で延期になりましたが、12月９日までの打ち上げ期間中に宇宙へ旅立つ

予定です。はやぶさ２は、火星と地球の間にある小惑星「１９９９ＪＵ３」を目指し、小惑星表面に人工的に

クレーターを作って、内部の物質を持ち帰ることに挑戦します。１９９９ＪＵ３は有機物や水を多く含むと考

えられ、ミッションが成功すれば、生命の起源の解明につながるかもしれません。帰還は 2020年の予定。６

年約 52億キロの旅がいよいよ始まります。 

 

 

 

 加藤登紀子さんの対談コーナー「Tokiko's kiss」。今月のゲストは、脚本家の倉本

聰さん＝写真＝です。40年ほど前から親交があるお二人。東日本大震災や東電福島第

１原発の事故を題材にした新作劇に込められた思いなどについて、語り合いました。 

 

 

 

 

 高齢者や障害者が住みやすいように改築する「バリアフリーリフォーム」。手すりやスロープを付けたら、さぞや便

利に、と思いきや、よく注意しないと、工事後に思わぬ使いづらさに気づくこともあるそうです。失敗や後悔しないた

めに、どんな点に気をつけたらいいのかを建築士や専門家に聞きました。 

 

 

 

 認知症になっても安心して生きていける社会を目指して、今年１月スタートした連載の最終シリーズ。認知症の人が地

域の一員として暮らし続けられるよう、各地の住民たちが力を合わせ、さまざまな試みを始めています。介護や医療とは

違う、市民活動としてのユニークな取り組みを紹介し、今後のまちづくりのあり方を探ります。 

 

 

 

 新潟県三条市の小中学校 30校で 12月１日から、給食での牛乳提供が試験的に中止されます。期間は３月までの４

カ月間。保護者や栄養士らから「米飯給食に牛乳は合わない」との指摘されたことなどが、中止の理由です。三条市

教育委員会は試験実施後、牛乳中止を続けるかどうか決める方針です。 

 学校給食から牛乳が消えることについては、賛否両論があります。12月１日当日の三条市の子どもたちの様子のほ

か、保護者の声、識者の意見なども紹介していく予定です。 

炭鉱閉山、大震災を乗り越えて フラガール[育ての親]の半世紀 30日（日） 

「Tokiko's kiss」     おんなのしんぶん面 12月１日（月） 

住「後悔しないリフォーム」   くらしナビ面 29日（土） 

認知症新時代 第５部「地域で暮らす」 くらしナビ面 12月３日（水）から３回  

２日の衆院選公示を前に問う！ 今度は約束を守るの？ 国会の「身を切る改革」 

夕刊２面特集ワイド 12月１日（月） 

小惑星探査機はやぶさ２が打ち上げへ 

給食の牛乳提供が中止に！        12月２日（火） 


